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今
年
度
、
彩
の
国 

 

 

い
き
が
い
大
学
校
友 

 

会
連
絡
協
議
会
会
長 

 

を
務
め
さ
せ
て
い
た 

 

だ
き
ま
す
伊
藤
弘
一 

 

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

安
倍
政
権
が
発
足
し
て
一
年
と
五
ヶ
月
、
日
本
経
済

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
株
価
は
上
が
り
、
景
気
回
復
の
動

き
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
四
月
か
ら
消
費
税
は
八
％
に
上

が
り
、
我
々
高
齢
者
に
は
家
計
へ
の
負
担
は
大
き
く
、

未
だ
に
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
、
景
気
回
復
の
勢
い
を
持
続
さ
せ
、
着
実

に
成
長
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
25
年
度
彩
の
国
い
き
が
い
大
学
校
友

会
連
絡
協
議
会
で
実
施
す
る
、
全
て
の
事
業
は
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
26
年
度
総
会
（
平
成
26
年
５
月
23
日
）
で
は

「
平
成
25
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
」、
並
び
に

「
平
成
26
年
度
事
業
計
画
と
予
算
」
を
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
、
地
域
社
会
活
動

参
加
及
び
自
主
的
活
動
を
目
的
と
し
、
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
為
に
５
件
の
事
業
を
企
画
実
施
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
県
連
協
と
し
て
は
構
成
会
員
の
高
齢
化
、

新
加
入
会
員
の
減
少
問
題
、
各
事
業
の
開
催
場
所
と
経

済
面
の
悩
み
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
各
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
環
境
を
考
慮
し
な
が
ら
進
化
を

図
り
、
会
員
自
ら
が
行
動
す
る
意
識
を
醸
成
し
つ
つ
、

誇
り
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
各
学
園
連
協
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
さ
れ
、
各
連
協
相
互
の
連
絡
提
携
と
絆
を
深
く
し
、

県
連
協
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

日
本
は
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
埼
玉
県
内

で
は
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
23
％
で
、
高
齢
化
の
比
率
は
急
激
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
県
行
政
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
医
療

費
抑
制
を
目
指
す
「
健
康
長
寿
埼
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
重
点
政
策
に
掲
げ
、
モ
デ
ル
事
業
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

我
々
高
齢
者
は
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
の

多
く
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
社
会
活
動
に
主

体
的
に
参
加
し
、
豊
富
な
経
験
・
知
識
を
人
々
に
発
信

し
て
共
有
す
る
こ
と
は
、
人
々
の
よ
り
良
い
健
康
と
地

域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
地
域
社
会
の
担
い
手

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
高
齢
者
自
身
の
い
き
が
い
を
高
め
、
活
力
を
も
た
ら

す
と
同
時
に
、
高
齢
者
社
会
に
お
け
る
地
域
の
発
展
に

役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

結
び
に
、
い
き
が
い
大
学
校
友
会
連
絡
協
議
会
の
今

後
の
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念

し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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平
成
26
年
度
通
常
総
会
開
催 

地
域
社
会
参
加
活
動
の
推
進 

伊藤 弘一会長 

県
連
協
26
年
度
役
員 

 
 

会 

長 

伊
藤 

弘
一
（
入
間
） 

 
 

副
会
長 

高
橋 

伸
光
（
入
間
） 

 
 

副
会
長 

中
島 

武
久
（
熊
谷
） 

 
 

副
会
長 

原
嶋 

康
夫
（
東
松
山
） 

 
 

副
会
長 

織
田 

洸
一
郎
（
川
越
） 

 
 

理 

事 

金
子 

和
生
・
渡
辺 

登
（
浦
和
） 

 
 

 
 

 
 

梶
田 

国
夫
（
熊
谷
） 

 
 

 
 

 
 

東
山 

博
（
川
越
） 

 
 

 
 

 
 

小
川 

孝
一
・
秋
山 

達
夫
（
鷺
宮
） 

 
 

 
 

 
 

八
木
澤 

義
晴
・
正
親 

嵩
弘
（
蕨
） 

 
 

 
 

 
 

石
塚 

十
三
一
（
東
松
山
） 

 
 

 
 

 
 

中
山 

延
雄
・
山
田
邦
興
（
伊
奈
） 

 
 

 
 

 
 

福
島 

茂
夫
・
岡 

大
輔
（
春
日
部
） 

 
 

 
 

 
 

椿 

芳
男
（
入
間
） 

 
 

会 

計 

大
澤 

和
男
（
川
越
）・
秋
山 

達
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
鷺
宮
） 

 
 

監 

事 

榎
本 

靖
二
（
浦
和
）・
長
山 

功 

（
熊
谷
） 

◇
理
事
会
開
催
日 

 
 

第
１
回 

６
月
27
日(

金) 

 
 

第
２
回 

９
月
19
日(

金) 

 
 

第
３
回 

12
月
５
日(

金) 

 
 

第
４
回 

27
年
２
月
下
旬
～
３
月
下
旬 

◇
事
業
計
画 

 
 

① 

第
１
回
公
開
学
習 

 
 
 
 

７
月
９
日(

水) 

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

 
 

② 

社
交
ダ
ン
ス
の
集
い 

 
 
 
 

９
月
26
日(

金) 

上
尾
運
動
公
園
体
育
館 

 
 

③ 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会 

 
 
 
 

10
月
31
日
（
金
）
川
越
運
動
公
園
陸
上 

競
技
場 

 
 

④ 

芸
能
祭 

 
 
 
 

27
年
３
月
６
日 

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー 

小
ホ
ー
ル 

 
 

⑥ 

広
報
誌 

 
 
 
 

県
連
協
ニ
ュ
ー
ス 

６
月
末
発
行 

 
 
 
 

会
報
43
号 

 
  

27
年
３
月
末
発
行 
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伊
那
連
協
は
今
年
度
、
新
会
員
一
九
一

名
の
入
会
が
あ
り
、
会
員
総
数
一
一
〇
〇

名
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
年
度
は
昨
年
度
改
訂
、
見
直
し
さ
れ

た
会
則
、
事
業
担
当
等
の
実
践
と
是
非
。

又
、
芸
能
祭
幹
事
校
と
し
て
他
二
校
の
幹

事
校
と
共
に
「
や
っ
て
良
か
っ
た
」
と
会
員

皆
様
か
ら
拍
手
を
頂
け
る
事
を
目
標
に
推

進
、
運
営
を
図
る
事
で
す
。 

 

平
成
26
年
度
は
四
つ
の
行
事
を
計
画 

し
て
お
り
ま
す
。 

〇 

9
月
5
日
（
金
） 

 
 
 
 

第
17
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ 

ゴ
ル
フ
大
会 

（
県
活
グ
ラ
ウ
ン
ド
） 

○ 

10
月
31
日
（
金
） 

 
 
 
 

第
5
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 
 
 
                 

発
表
会 

（
県
活
小
ホ
ー
ル
） 

○ 

11
月
14
日
（
金
） 

 
 
 
 

第
23
回
合
同
研
修
会 

 
 
 
 

（
県
活
小
ホ
ー
ル
） 

○ 

11
月
17
日
（
月
） 

 
 
 
 

第
21
回
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い 

 
 
 
 

（
西
部
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

  

    

一
年
た
て
ば
会
員
数
が
増
え
る
の
は

当
た
り
前
で
す
が
、
６
年
目
を
迎
え
三
三

一
名
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
も
復
活
会
員
数
を
増
や
し
た

期
が
あ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
ま
ず
楽
し

み
笑
い
声
が
上
が
る
と
こ
ろ
に
は
人
が
集

ま
り
ま
す
。
輪
が
広
が
り
ま
す
。 

リ
ー
ダ
ー
の
魅
力
は
大
き
い
。
人
数
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
各
事
業
の
質
へ
の
変

化
が
垣
間
見
え
る
。 

 
本
年
予
定
の
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。 

〇 
9
月
17
日
（
水
） 

 

3
月
18
日
（
水
） 

 
 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

 
 
 
 

（
入
間
市
黒
須
運
動
場
） 

○ 
 

11
月
12
日
（
水
） 

 
 
 
 

文
化
祭
（
演
劇
・
作
品
展
示
） 

 
 
 
 

（
入
間
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

○ 
 

2
月
（
講
座
） 

学
習
会 

 
 
   

（
入
間
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

     

    

今
年
度
は
会
員
数
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
連
協
と
し
て
の
絆
を
深
め
る
た

め
生
涯
学
習
、
社
会
奉
仕
、
交
流
親
睦
を
い

か
に
し
て
図
る
か
を
主
眼
に
置
い
て
事
業

計
画
を
立
案
、
実
行
し
て
い
き
ま
す
。 

  
 

主
要
企
画
事
業 

○ 

5
月 盆

栽
村
、
市
民
の
森
散
策 

○ 

9
月 

学
習
会
、
ク
ラ
ブ
活
動
交
流
発
表 

会
、
作
品
展 

○ 

10
月 グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

こ
の
他
に
各
期
の
公
開
学
習
会
を
連
協

が
協
賛
し
て
随
時
開
催
。 

 
 

広
報
活
動 

 

会
報
を
年
3
回
発
行
し
、
企
画
事
業
や

各
期
の
公
開
学
習
会
等
の
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
発
信
し
交
流
と
学
習
の
場
を
提
供

す
る
。 

 
 

社
会
奉
仕
活
動 

 

恒
例
の
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
を
10
月

１
日
に
実
施
。
そ
の
他
各
期
で
老
健
施
設

等
へ
の
慰
問
活
動
を
実
施
。 

  

   

今
年
一
年
、
春
連
協
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
福
島
茂
で
す
。
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
度
の
活
動
方
針
と
し
ま
し
て
は
、 

先
の
平
成
26
年
度
通
常
総
会
で
承
認
い

た だ
き
ま
し
た
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
に 

基
づ
き
、 

○ 

文
化
祭
（
演
芸
の
部
、
展
示
の
部
） 

○ 

公
開
講
座 

○ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

○ 

会
報
の
発
行 

○ 

県
連
協
、
い
き
い
き
埼
玉
が
主
催

す
る
事
業
へ
の
積
極
的
参
加 

○ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ふ
れ
あ
い

大
学
な
ど
の
諸
団
体
と
の
交
流
活

動 

な
ど
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

春
連
協
も
来
年
に
は
20
周
年
を
迎
え

ま
す
。
諸
先
輩
方
が
築
い
て
く
れ
ま
し
た
、

こ
の
組
織
を
更
に
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
発

展
さ
せ
る
べ
く
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
期
で
行
わ
れ
て

い
る
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
、
各
期
横
断

的
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
春
連
協
に
繋
げ
ら

れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

伊
奈
連
協 

 
 

入
間
連
協 

 
 

浦
和
連
協 

 
 

春
日
部
連
協 
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平
成
26
年
度
は
37
期
一
二
一
名
の
新
加
入

が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
六
五
名
い
ま
し
た

29
期
が
残
念
な
が
ら
退
会
し
ま
し
た
の
で
、

23
期
か
ら
の
会
員
数
は
二
五
名
減
の
七
七
四

名
で
運
営
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
川
連
協
の
活
動
を
、《
和
を
も
っ
て
、
楽

し
く
》
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

諸
事
情
で
会
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
各
期
の
事
業
と
連
携
し
て
、
川
連
協
事
業

を
考
え
、
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 
 
 

主
な
企
画
事
業
内
容
は 

○ 

5
月 

 

会
報
速
報
版
発
行 

○ 

9
月 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゴ
ル
フ
大
会 

○ 

11
月 

 

文
化
祭 

○ 

12
月 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

○ 

1
月 

 

新
春
日
帰
り
バ
ス
旅
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

2
月 

 

会
報
発
行 

 

今
年
は
県
連
協
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会
」
の
担
当
幹
事
校
と
し
て
、
入
間
連

協
と
連
携
し
て
役
割
達
成
に
努
め
ま
す
。 

    

    

平
成
26
年
度
は
一
年
制
十
六
校
友
会
、
二

年
制
三
校
友
会
が
加
入
し
、
会
員
数
は
過
去
最

大
の
一
四
〇
五
名
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
大
事
な
こ
と
は
会
員
の
皆

さ
ん
が
思
う
存
分
、
校
友
会
活
動
を
心
か
ら
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
26
年
度
は
三
大
事
業
の
充
実
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
の
充
実
、
情
報
の
共
有
化

を
目
標
と
し
て
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 

主
な
事
業
計
画 

〇 

5
月
～
12
月
・
3
月 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
花
ボ
ラ
） 

 
 
 

（
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
） 

〇 

8
月
上
旬 

農
林
公
園
夏
祭
り 

（
埼
玉
県
農
林
公
園
） 

〇 

8
月
下
旬 

学
習
会
「
落
語 

金
原
亭
伯
楽
」 

 
 
 

（
熊
谷
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル
） 

〇 

10
月
中
旬 

 
 
 

社
会
科
見
学
（
自
衛
隊
見
学
等
） 

〇 

11
月
7
日
（
金
）
～
10
日
（
月
） 

文
化
祭
（
熊
谷
市
緑
化
セ
ン
タ
ー
） 

〇 

2
月
21
日
（
土
） 

 
 
 
 

芸
能
祭
（
熊
谷
市
文
化
会
館
） 

  

    

私
達
、
鷲
連
協
校
友
会
は
昨
年
度
ま
で
は
20

期
が
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
高
齢
等
の
理

由
か
ら
退
会
す
る
期
が
出
て
し
ま
い
（
残
念
な

が
ら
14
期
）、
総
勢
九
六
三
名
で
本
年
度
の
事

業
を
左
記
の
通
り
計
画
し
、
皆
で
楽
し
み
な
が

ら
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 

平
成
26
年
度
事
業
計
画 

 

〇 

6
月
4
日 

（
水
） 

 
 
 
 

第
一
回
公
開
学
習
会 

 
 
 
 
 

講
演
者 

又
野
亜
希
子
氏 

（
鷲
宮
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

 

〇 

7
月
4
日 

（
金
） 

 
 
 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 
 
 

（
鷲
宮
運
動
公
園
） 

○ 
 

毎
月
第
２
土
曜
日 

 
 
 
 

月
例
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ 

 
 
 
 

（
鷲
宮
西
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

 

〇 

10
月
15
日 

（
水
） 

 
 
 
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

 
 
 
 

（
群
馬
県
多
々
良
沼
） 

 
〇 

11
月
12
日 

（
水
） 

 
 
 
 

合
同
文
化
祭 

（
鷲
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

 

〇 

平
成
27
年
２
月
予
定 

 
 
 
 

第
二
回
公
開
学
習
会 

  

   

蕨
連
協
の
規
約
に
則
り
、
こ
の
度
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
23
期
の
八
木
澤
で
す
。 

 

蕨
連
協
の
会
員
の
皆
様
に
対
し
、
何
を
し
た

ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
23
期
の
理
事
全
員

で
悩
ん
で
い
ま
す
。 

23
期
の
Ｐ
Ｒ
で
す
が
、
会
員
一
一
六
名
と
蕨

連
協
で
は
最
多
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
１４
ク
ラ
ブ

と
活
発
で
す
。
去
年
Ｈ
Ｐ
も
開
設
し
ま
し
た
。

「
蕨
23
」
で
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。 

  
 
 

蕨
連
協
事
業
計
画 

 

〇 

４
月
４
日
（
金
） 

 
 
 
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

 

〇 

６
月
13
日
（
金
） 

 
 
 
 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会 

 

〇 

９
月
19
日
（
金
） 

 
 
 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

 

〇 

10
月
10
日
（
金
） 

 
 
 
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

 

〇 

11
月
14
日
（
金
） 

 
 
 
 

第
11
回
芸
能
大
会 

 

〇 

２
月
13
日
（
金
） 

 
 
 
 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会 

 

〇 

３
月
20
日
（
金
） 

 
 
 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

  

 
 

川
越
連
協 

 
 

熊
谷
連
協 

 
 

鷲
宮
連
協 

 
 

蕨 

連 

協 
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正
月
の
一
月
程
で
は
な
い
が
、
四
月
と
い
う

月
は
心
身
が
改
ま
っ
た
気
が
す
る
。
そ
れ
は
別

れ
と
出
会
い
の
季
節
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。 

 

平
成
26
年
度
松
連
協
は
、
２
年
制
28
期
80

名
、
専
科
５
期
66
名
の
加
入
が
あ
り
、
会
員
数

が
千
人
の
大
台
を
超
え
る
と
喜
ん
で
い
た
が
、

18
期
全
員
の
退
会
と
な
り
、
こ
の
夢
は
来
年
度

に
持
ち
越
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
ん
な
時
こ
そ
前
を
向
い
て
、
各
期
と
《
心 

の
通
う
連
携
》
を
し
、
会
員
相
互
の
《
き
ず
な
》

を
深
め
、
夢
の
あ
る
楽
し
い
校
友
会
に
育
て
上

げ
、
会
員
が
参
加
し
て
み
た
い
と
思
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
度
の
企
画
事
業
は
、 

１
．
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

５
月 

２
。
地
域
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
会 

７
月(

３
日
間) 

３
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

９
月 

４
．
文
化
祭 

 

９
月
（
１
週
間
） 

５
．
新
春
の
集
い 

26
年
１
月 

６
．
芸
能
祭 

 
 

26
年
２
月 

 

こ
の
事
業
に
加
え
て
、
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い

を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
ま
す
。 

 

今
年
度
は
県
連
協
の
「
県
連
協
ニ
ュ
ー
ス
」、 

「
県
連
協
会
報
43
号
」
の
発
行
、
社
交
ダ
ン
ス

の
集
い
等
の
担
当
幹
事
校
と
し
て
、
各
事
業
の

推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

                              

                              

◇
県
連
協
事
業
部
会
（
大
会
打
合
せ
） 

 

①
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い 

 
 
 
 
 
 

７
月
11
日
（
金
） 

 

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会 

 
 
 
 
  

７
月
25
日
（
金
） 

 

③
芸
能
祭 

７
月
30
日
（
金
） 

 

④
広
報 

 

８
月
１
日
（
金
） 

◇
い
き
い
き
埼
玉
事
業 

 

①
高
齢
者
創
作
展 

 
 

 
 

 
 

９
月
５
日(

金)

～
８
日

(

月)

午
前 

埼
玉
会
館 

 

②
彩
の
国
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 
 
    

11
月
３
日(

月
・
祝) 

 
 
 
 
 
 

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー 

 

③
第
２
回
公
開
学
習 

 
 
 
 
  

12
月
10
日(

水) 

 
 
 
 
  

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

             

大
ホ
ー
ル 

          

 
 

東
松
山
連
協 

公益財団法人いきいき埼玉からのお知らせ 
 

●彩の国いきがい大学ＯＢ講師大募集！ 

これまでに培った専門的な知識・経験・技能を、

いきがい大学の授業やクラブの指導、校友会の学

習等で活かしませんか！ 

申込み：所定の申込書にて７月３１日（消印有効）

までにお申し込みください。 

※詳しくは下記までお問い合わせください。 

●彩の国いきがい大学聴講生募集！ 

 いきがい大学の一部を開放し、体験いただく聴

講生を募集します。聴講生になると、平成 

２７年度のいきがい大学の一年制課程に優先入

学することができます。ぜひ、ご家族やご友人に

ご案内ください。 

会場：一年制学園（熊谷・川越・鷲宮・春日部・入間のみ） 

日程：９月～１１月のうちの３日間 

受講料：２，０００円 

申込み：所定の申込書にてお申込みください。 

（８月１日必着） 

※詳しくは下記までお問い合わせください。 

問合せ：高齢者いきがい支援担当 

電話：048-728-7951(土日祝を除く9:00～17:15） 

平成25年度決算の概要 
収入額                  892,075円 
内訳 
①会費                820,700円 
②雑収入                  6,275円 
③前期繰越                65,100円 

  
支出額                   777,390円 
内訳 
① 事業費                562,612円 
② 事業協力費              121,785円 
③ 事務局費               64,540円 
④ 傷害保険料               28,453円 
⑤ 予備費                       0円 

  

平成26年度予算の概要 
収入額                  896,275円 
内訳 
①  会費                781,500円 
②  雑収入                    90円 
③  前期繰越              114,685円 
  

支出額                   896,275円 
内訳 
①事業費                 620,000円 
②事業協力費                90,800円 

③事務局費                79,000円 
④傷害保険料                29,000円 

⑤予備費                   77,475円 

 

作
成
幹
事 

 

い
き
が
い
大
学
東
松
山
学
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
友
会
連
絡
協
議
会 

 

◇
編
集
後
記
◇ 

こ
の
編
集
に
当
た
り
、
東
松
山
学
園
は
、
発

行
２
回
目
、
各
学
園
が
前
期
よ
り
当
期
に
引

き
継
ぐ
過
渡
的
時
期
等
記
事
集
め
や
、
収
集

分
の
記
載
条
件
の
不
統
一
が
幾
つ
か
の
連
協

に
於
い
て
み
ら
れ
た
。
東
松
山
連
協
の
広
報

担
当
部
門
総
勢
五
名
は
斯
様
な
状
況
に
於
い

て
も
力
を
集
結
今
回
の
編
集
を
行
っ
た
。 


